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徳島県立総合教育センター
特別支援・相談課

特別支援教育 あどばいすタイム

日々の支援・指導で困ったときに･･･

～総合教育センター特別支援・相談課における学校支援～
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第1回 あどばいすタイム 話題提供

総合教育センターで行っている支援内容について

１）教育相談について

２）特別支援について



１ 教育相談について
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• 対象：１８歳までのお子さん、保護者、教員等

• 時間：午前９時～午後５時（土日、祝日を除く）

• 来所相談は、電話での予約が必要 面接時間は１回５０分

• 出張相談は、来所相談で必要が生じたときに学校等へ

• 指導上の相談にも対応

不登校、発達についての相談など、教育に
関する様々な相談をお受けしています。

電話相談・来所相談・メール相談・出張相談



当センターの
HPに掲載！

専門家からの助言が必要な場合や、学校及び
関係機関（SC、SSW等）からの要請があった場
合ケース会議を開き協議を行う

大学教授、SC、SW、精神保健福祉センターや
児童相談所等の参加をお願いすることも
できる

不登校児童生徒支援会議ケース会議



不登校が多い学年に対する不登校支援の仕方

ギフテッドの方に対する支援の仕方

自殺企図の生徒と保護者への支援の仕方

総合教育センターへの相談が続いている生徒
への今後の方向性について

教育支援センターとの連携について

過去の事例

こんなケースにお応えしています！



徳島文理大学

小学校
中学校

高等学校
中等教育学校
特別支援学校

総合教育
センター

本 人

保護者

他者と関わるきっかけ
をつくり、自立を側面的
に支援し悩みや不安を解
消する

ライフサポーター派遣事業

不登校でひきこもり傾向
にある児童生徒の家庭や
学校へ臨床心理学を学ぶ
大学院生を派遣

☆目的☆



ｚ

令和８年５月～令和９年２月末

長期休業期間中については、学校、
保護者・本人、ライフサポーターで
話し合って決定

週１回、１時間（毎週決まった曜日、時間帯）

活動は平日の日中時間帯

派遣期間

訪問時間

派遣について

好きなことを一緒に楽しんだり、
話し相手になったりする
先生や友だちとは異なる年の近
い親しい存在として、不安や悩
みに寄り添う

活動内容



派遣方法

派 遣 実 績
実施回数

特別支援学校高校生中学生小学生計

０ケース
０回

０ケース
0回

１ケース
４回

１ケース
１１回２ケース家庭派遣 １５回

R7
０ケース
0回

０ケース
0回

３ケース
２４回

１ケース
１５回４ケース学校派遣 ３９回

家庭派遣

学校派遣

不登校でひきこもり傾向にある児童生徒の自宅等に訪問

不登校で別室登校をしている児童生徒が在籍する学校へ訪問
※徳島市在住で徳島市立の小・中学校に在籍する場合は、学校派遣のみの適用



学校を通じて家庭にチラ
シを配付・説明
派遣希望の有無を
児童生徒と保護者に確認

派遣までの手順

保護者の依頼を受け、
学校長が適当と判断した
場合、総合教育センター
所長に書類を提出

大学での協議を経て、
派遣するライフサポーター
を決定

総合教育センターから、
当該学校へ派遣するライフ
サポーターについて通知

家庭派遣では、原則として初回の家庭訪問時は担任が同行
学校派遣では、原則と して活動開始時と終了時は学校の教員等が立ち会う

初回関係者会議を開催
※関係者会議：学校関係者、
ライフサポーター、SC等

ライフサポーター派遣を
検討している児童生徒に
ついて、総合教育セン
ター担当者に連絡・相談



１人一台端末やスマホ等にインストールした相談アプリを活用し、いじめや
様々な悩みや、不安に対する相談を実施

平日 １７：００～２２：００
（２４時間チャット入力可能）

県内の中学校、高等学校、
中等教育学校、
特別支援学校中学部・高等部の
生徒

相談時間

対 象

SOSを見逃さない匿名相談アプリ活用事業
アプリを活用したSNS相談

アプリを活用した
SNS相談



臨床心理士、公認心理師、精神保健福祉士、社会福祉士などの

資格を持った専門家がリアルタイム・双方向で対応

答えてくれるのは専門家

メリットは？

日常的に早い段階で相談することで、 本人
の思いを汲み取ることができる事案が多い

中には緊急を要する内容も
その際は、速やかに対応し、早期解決
に向けて学校や関係機関と連携

悩みって？

「友人関係」 「心身の健康・保健」
「恋愛に関する悩み」 「学業・進路」

など

アプリの活用について



ほっとスペースあせび

「ほっ！」とできるこころの居場所

子どもに寄り添った活動を通じて、悩みや不安の

解消を図る

自己肯定感を高め、学校復帰や社会的自立につな

がるよう支援

目 的

不登校やひきこもり傾向等
にある中学生・高校生等
（保護者：教育相談）

対 象



活動について

金曜日 １３：３０から１５：３０まで
特別支援・相談課
「こころとからだのサポートセンター」

日時・場所

活動内容

・制作、ガーデニング、調理などの体験活動

・室内ゲーム、テニスなどのレクリエーション



ホームページ 広報資料

周知啓発





２） 特別支援について



「特別支援教育について知りたい！」

特別支援・相談課では、
学校の先生方や特別支援教育に携わる方々を
全力で応援します！

「特別支援教育って
どんなことをするの？」

「子どもたちの支援に役立つ
情報が知りたい！」



特別支援教育に関する支援①
要 請 訪 問 B

要請訪問B

目的
特別支援教育に関する研修の充実と指導力の向上
対象
幼・こども園、小・中・高、中等教育、特別支援の各学校・園
内容
研 修 会 ：ポジティブ行動支援（PBS）、自立活動 等

児童生徒支援：個別指導、環境設定 等



特別支援教育に関する支援①
要 請 訪 問 B

要請訪問B

①特別支援・相談課に電話連絡。
日時等について要相談。

②申請書の記入
総合教育センターＨＰ
→「教職員支援・学校支援」
→要請訪問
→幼・小・中学校申請書ダウンロード
（もしくは県立学校）

③申請書を特別支援・相談課へ送付
※特別支援・相談課代表： tokubetsushien@mt.tokushima-ec.ed.jp 

＊要請訪問A：特別支援学校の授業研究においての 指導助言等に活用できます。

申し込み方法



あなたの「知りたい！学びたい！」
を応援します！

特別支援まなびの広場
総合教育センターＨＰ
→「教育相談・特別支援」
→特別支援まなびの広場
・教職員のまなび
・子どものまなび
・ポジティブ行動支援
・学校コンサルテーション

特別支援教育に関する支援②
特別支援 「まなびの広場」

特別支援「まなびの広場」

特別支援・相談課HP



特別支援学級ハンドブック

特別支援教育に関する支援② 特別支援 「まなびの広場」
教職員のまなび

教職員のまなび

特別支援学級担任
専門性チェックシート

みんなのアイディア



算数の学習教材

特別支援教育に関する支援② 特別支援 「まなびの広場」
子どものまなび

子どものまなび

時こくと時間
ワークシート



研修用動画

特別支援教育に関する支援② 特別支援 「まなびの広場」
ポジティブ行動支援

ポジティブ行動支援

研修用動画の一部分

第3層（個別）支援の研修用動画も充実



不登校支援コンサルテーション

特別支援教育に関する支援② 特別支援 「まなびの広場」
学校コンサルテーション

学校コンサルテーション

特別支援学校の事例も掲載されています

小学校実践事例の一部分





ご質問やご相談のある方は・・

相談専用電話について
（不登校や発達、教育に関する様々な相談）
・電話番号：０８８－６７２－５２００
・対応時間：平日午前９時から午後５時まで

事務局用電話について
・電話番号
特別支援担当：０８８－６０２－７２０５
教育相談担当：０８８－６０２－７２８５



ご清聴ありがとうございました

次回のあどばいすタイムも ぜひご参加ください！


